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会 長　　尾藤　義昭
　2017年度の役員改選で会長に就任することとなりました。岐阜陸上競技協会は県下のスポーツ競技団体の中

でも大きな組織を有する団体の一つであり、その使命は陸上競技の推進のみにとどまらず、本県のスポーツ振興

と発展に関わる重責を担っています。その使命に向かって微力ではありますが協会員の協力のもと、本県の陸上

競技発展、向上に努めたいと思います。

　さて、岐阜陸上競技協会の活動は、他の競技団体に比べ年間を通して大会数も多くその準備と運営に膨大な時間と人力を要しま

す。協会員の陸上競技へのひたむきな努力と情熱、そして参加選手を大切にする奉仕の信念に支えられての運営には深く敬意を表す

とともに心より感謝申し上げます。2020年東京オリンピックの開催が決定されてから、国民のスポーツへの関心は年々高まり特に陸上競

技は国内大会から世界大会を意識して活躍する選手が増えてきました。昨年は、リオオリンピックが開催されその傾向が加速したと思いま

す。本年8月にロンドンで開催される世界陸上競技選手権大会での日本人選手の活躍が期待されるところです。

　本県でも2018年6月に日本で初めてとなるアジアジュニア陸上競技選手権大会を開催いたします。アジアを代表するジュニア選手の

実力を感じ取ることができる絶好の機会だと思います。岐阜県から世界へ羽ばたく選手の誕生のきっかけになるのではないかと思うと開

催がとても楽しみです。岐阜陸上競技協会としても大会の成功に向けて日本陸連・岐阜県とともに万全を尽くして大会運営にあたりたい

と考えています。

　良い競技会とは、参加選手が気持よく競技できるように環境を整備することだと思います。その為には、競技規則に従って公平公正な

審判をするなかにあっても常に選手の目線に立つことが大切です。審判役員の言動が大会の雰囲気を作ります。選手が安心と信頼を

もって競技できるにはどのようにしたらよいかを協会員の共通認識として作り上げることが大切なことだと思います。2017年度の岐阜県選

手の活躍に期待を込めご挨拶と致します。

専務理事　　黄倉　寿雄
　2017年も例年のように4月2日の普及記録会をかわきりに始動しました。普及記録会とはいえ県内外から参加した

選手たちの意欲も例年にも増して高く感じられ今年もまた期待が膨らむスタートとなりました。

　昨シーズンは、岐阜陸上競技協会70周年記念式典、リオ五輪、ぎふ清流ハーフマラソンがゴールドラベルに昇格、

ぎふ清流郡市対抗駅伝がCCN系列でTV放映化（録画中継含む）など大きな収穫を得たシーズンでもありました。これもひとえに協会の

役員審判をはじめ関係者皆様のご尽力とご協力の賜と心より深く感謝申し上げます。本年度も本協会の開催事業にご支援ご協力をお

願いいたします。

　2017年度は役員改選年にあたり、新会長に尾藤義昭氏をお迎えしスタートすることになりました。昨年度を一言で表せば「通過点とし

てまとめの一年」であったと思います。対して本年は、2018年に岐阜で開催されるアジアジュニア陸上競技選手権（日本初）の準備。高

橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソンのゴールドラベルにふさわしい大会運営、昨年から始まった普及強化を目的とした小学生の登録制度と

岐阜県小学生陸上競技選手権大会の充実、日本ID陸上競技選手権大会の運営協力など今までの実績を基盤として新しい試みに

「心機一転スタートする一年」になるのではないかと思います。

　昨年度、理事会で創案されたスポンサー協賛制度を2017年から実施いたします。本協会の運営の効率化にとって必要な施策と考え

ています。その為に、本年からは本協会及び本協会の加盟団体の競技会に出場する選手は、当協会の認可する協賛企業名入りのナ

ンバーカードを利用していただくこととしました。協会員をはじめ選手の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　最後になりましたが、今年も、日本選手権をはじめ全国中学、全国高校、全国大学選手において本県の選手が昨年以上に活躍される

ことを期待しています。

「～2017開幕～」

「会長就任にあたり」
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財務委員会

（委員長　奈波　宏和）

（委員長　内田　匡俊）

専門委員会報告専門委員会報告

【所信表明】
　今年度より総務委員長を任務します内田と申します。
初めてのことが多く、前藤村委員長から丁寧に引継ぎをして
頂きましたが、実際にやってみないとわからない為、皆様方
にはご迷惑をお掛けすることと思いますが、専務理事を初め
多くの先輩方からご指導・ご助言をいただきながら精一杯務める
所存です。どうぞよろしくお願いします。

【抱負】
　今年度より、岐阜陸上競技協会登録者は、スポンサー名の
記載されたナンバーカードを使用することになりました。４月より
何回かの大会を開催しましたが、一般・学連・高体連・中体連・
小学生団体等の協力をいただき、大きなトラブルもなく実施に
至っています。今年度徹底して行い、企業側からコマーシャル
効果が大きいと評価されれば、来年度は数社からの競合と
なり、契約料金の引き上げにつながる期待が持てます。
　審判のポロシャツ・キャップに関して、服装の統一された
大会運営ができるように整備していきたいと思います。大会が
連日となるような場合にも対応できるように、継続販売ができる
ようにしていきます。
　今年で７回目を迎え、国際陸連よりゴールドラベルをいただ
いた「高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン」は、４月２３日に例年
より３週間早い日程で開催され、盛大に終了することができま
した。来年は、細かな修正点を改善し、よりレベルの高い運営
をめざします。この経験を活かし、来年度のアジアジュニア
陸上競技大会に向け、国際レベルの大会運営ができるように
運営体制を向上していきます。

総務委員会

【財務委員会の取り組み】
　1941年(76年前)、岐阜県総合運動場ができ、その後、県営
岐阜陸上競技場が開場し、1991年には、メモリアルセンター
長良川競技場がオープン。その間、1965年(第20回)、2012年
(第67回)の国民体育大会を経て現在に至るまで、先人の
方々が岐阜の陸上競技を支えてこられました。昨年、70周年
を迎え、更に歴史の重みを痛感させられました。
　ほぼ四半世紀ごとに競技場が生まれ変わる中、岐阜陸協
としての備品機材も老朽化を迎え、80周年、90周年に向けて、
何かと準備していかねばならない時期となってきました。
　今年度からは、(株)ヒマラヤ様のご支援により、ナンバーカード
広告による華やかさを増し、応援する側にも新鮮さを感じ、
選手はワンランク上の高水準を感じて競技に専念しています。
　今後も、魅力ある事業展開を心掛け、普及との連携により、
小学生から一般まで競技会への幅広い参加に向け、競技環境
を拡充していけるよう岐阜の陸上競技の発展に繋げていくこと
を目指していきます。今後とも、バナー広告、プログラム広告も
含め、ご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。

平成29年度 総務委員会 事業計画
１.理事会・評議員会

月 日 曜 日 場 所時 間会 議

5月28日 長良川競技場 会議室午前午後でもOK日

土

土

土

土

第1回理事会

6月10日 長良川競技場 会議室未定定例評議員会

8月12日 未定午前第２回理事会

12月9日 未定午後第3回理事会

3月3日 未定午後第4回理事会

３.栄章関係
月 日 曜 日 場 所時 間会 議

11月初旬

土

日

土

栄章候補提出依頼

12月9日 午後栄章審査会

2月中旬 受章者案内発送

3月3日
未定

審判講習会の前栄章表彰

…業者に依頼栄章受章者集合写真撮影

4.競技会要覧関係

月 日 曜 日 場 所時 間会 議

12月16日 未定１３:３０～土

土

土

第１回競技会要覧会議

1月27日
未定午前第２回競技会要覧会議

2回から3回校正

3月初旬 配布・販売開始

5.その他の主な会議

月 日 曜 日 場 所時 間会 議

3月26日 長良川競技場・会議室９：３０～１１：３０日

日

土

高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン主任者会議

4月16日 長良川競技場・会議室９：３０～１０：３０高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン走路委員会

清流郡市対抗駅伝主任者会議
10月14日

未定午後

未定午前

監督会議開会式

2.委員長会議（必要に応じて開催）
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財務委員会

（委員長　奈波　宏和）

（委員長　内田　匡俊）

専門委員会報告専門委員会報告

【所信表明】
　今年度より総務委員長を任務します内田と申します。
初めてのことが多く、前藤村委員長から丁寧に引継ぎをして
頂きましたが、実際にやってみないとわからない為、皆様方
にはご迷惑をお掛けすることと思いますが、専務理事を初め
多くの先輩方からご指導・ご助言をいただきながら精一杯務める
所存です。どうぞよろしくお願いします。

【抱負】
　今年度より、岐阜陸上競技協会登録者は、スポンサー名の
記載されたナンバーカードを使用することになりました。４月より
何回かの大会を開催しましたが、一般・学連・高体連・中体連・
小学生団体等の協力をいただき、大きなトラブルもなく実施に
至っています。今年度徹底して行い、企業側からコマーシャル
効果が大きいと評価されれば、来年度は数社からの競合と
なり、契約料金の引き上げにつながる期待が持てます。
　審判のポロシャツ・キャップに関して、服装の統一された
大会運営ができるように整備していきたいと思います。大会が
連日となるような場合にも対応できるように、継続販売ができる
ようにしていきます。
　今年で７回目を迎え、国際陸連よりゴールドラベルをいただ
いた「高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン」は、４月２３日に例年
より３週間早い日程で開催され、盛大に終了することができま
した。来年は、細かな修正点を改善し、よりレベルの高い運営
をめざします。この経験を活かし、来年度のアジアジュニア
陸上競技大会に向け、国際レベルの大会運営ができるように
運営体制を向上していきます。

総務委員会

【財務委員会の取り組み】
　1941年(76年前)、岐阜県総合運動場ができ、その後、県営
岐阜陸上競技場が開場し、1991年には、メモリアルセンター
長良川競技場がオープン。その間、1965年(第20回)、2012年
(第67回)の国民体育大会を経て現在に至るまで、先人の
方々が岐阜の陸上競技を支えてこられました。昨年、70周年
を迎え、更に歴史の重みを痛感させられました。
　ほぼ四半世紀ごとに競技場が生まれ変わる中、岐阜陸協
としての備品機材も老朽化を迎え、80周年、90周年に向けて、
何かと準備していかねばならない時期となってきました。
　今年度からは、(株)ヒマラヤ様のご支援により、ナンバーカード
広告による華やかさを増し、応援する側にも新鮮さを感じ、
選手はワンランク上の高水準を感じて競技に専念しています。
　今後も、魅力ある事業展開を心掛け、普及との連携により、
小学生から一般まで競技会への幅広い参加に向け、競技環境
を拡充していけるよう岐阜の陸上競技の発展に繋げていくこと
を目指していきます。今後とも、バナー広告、プログラム広告も
含め、ご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。
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清流郡市対抗駅伝主任者会議
10月14日

未定午後

未定午前

監督会議開会式

2.委員長会議（必要に応じて開催）

審判委員会
【2017年度のスタートにあたって】
1.はじめに
　2017年度も例年同様順調にスタートができたと思います。
今年度は大きなルール改正もありませんので、審判活動には
大きな混乱はないと思います。審判員も人事異動等の関係で
多少の入れ替えはあったものの同じような顔ぶれで、連携も
取れており、さすが岐阜陸上競技協会だと思います。

2.審判委員会の組織と活動
　正村菊男（岐阜地区）馬場保（西濃地区）上野悟一郎（中濃
地区）山内孝次（東濃地区）桑原宏之（飛騨地区）郷直人
（高体連）宇佐見成司（中体連）を中心に各大会の審判編成
を行うだけでなく、審判育成を行なっていきます。
　今年度も例年と同様に毎週のように県内各地で競技会が
行われます。審判委員会としては、公認大会にふさわしい役員
編成を心がけます。できる限り早めに編成を行い、審判依頼を
出せるように準備をしていきます。審判依頼が届きましたら、
競技会審判をよろしくお願いします。

3.今年度のルール修改正と競技運営上の変更及び改良点
　2017年度は大きな修改正はありません。しかし、審判行動
においてこれまでと少し変更があります。
①トラックレースでのスタートのやり直しにおける対処手順
　不正スタートでない場合、出発係はやり直しに関わった
競技者にグリーンカードを提示しながら、口頭注意をした後、
全体にグリーンカードを提示していました。これを、該当選手
にはグリーンカードを提示しないで口頭で注意をした後、全体
にグリーンカードを提示することにします。この時、アナウンス
で会場にできる限り状況を伝えるようにお願いします。
②やり投における着地側（痕跡）旗なし行動

　これまでやり投において、投てき側だけでなく着地側にも
痕跡確認の旗を使用していましたが、今後は着地側の旗を
使用しません。着地側からは旗を使用するのではなく、何らか
の合図で投てき判定員に伝え、投てき判定員は最終的に
有効であったかどうかの旗を挙げることにします。これは、
国際競技会に合わせていく日本陸連からの要望でもあり
ます。
③跳躍競技者のナンバーカードについて
　現在国内では跳躍競技者のナンバーカードは胸または背
に付けていればよいことになっています。
走高跳、棒高跳は胸背どちらかがあれば、国際大会でも
認められています。しかし、走幅跳・三段跳のように長さを競う
種目では、国内のみに適用されています。ということは、日本
記録としては認められますが、世界記録としては認められ
ません。また、審判員から選手確認のために胸背の両側に
付けてほしいとの要望もあります。このことから日本陸連で
は、長さを競う種目においては胸背の両側に付けていくこと
を検討しています。（2017年度は片側のみでも構いません。）

4.アジアジュニア開催に向けて
　2018年6月7日（木）～10日（日）の4日間長良川競技場にて
第18回アジアジュニア陸上競技選手権大会の開催が決定
しています。この大会は国際大会になりますので、TD・ITOを
はじめ、国際スターターや国際写真判定員などの国際審判員、
日本陸連からも多くの審判員が来ることになっています。
（2020東京オリンピック、パラリンピックに向けての研修も兼ねて
います。）
世界や日本陸連の方達と共に審判活動を行う中で、岐阜陸上
競技協会の審判の力を見せていきましょう。今後日本陸連の
指導と援助を受け準備に入る予定です。競技日程や役員
編成などは、分かり次第お知らせしていきます。

（委員長　脇田　篤実）

　２０１７年度の陸上競技会が開始され、例年よりも多くの競
技者に参加していただいています。特に昨年度から小学生、
中学生の競技者のみなさんを対象とした種目や競技会を増
やせるよう競技委員会として努力しています。
日頃、練習で培った力や技術を発揮し、さらなる成長のきっか
けとなるような競技会が計画できるようにと考えています。

競技委員会 　また、強化委員会や普及委員会と連携し、競技レベルの
アップに繋がるような競技会の運営計画を心がけています。
国体をはじめ、全国高校総体や全国中学、全国小学生・小学
生クロカンなどの全国レベル競技会で、岐阜県の選手が戸惑い
無く、実力どおりの力を出し活躍できる基盤となる様に岐阜陸
協主催競技会の質の高さにこだわっていきたいと思います。

月 日 曜 高体連
中学生のみ＆中体連 岐　阜 西　濃 中　濃 東　濃 飛　騨 日 曜 月

1 土 金栗記念選抜中・長距離 県民総合(熊本) 1 土
2 日 普及記録会 長良川･補助 2 日

星ヶ台
長良川

15 土 澤田記念・春季陸上 長良川 15 土
日本選手権50㎞競歩 石川

長野マラソン 長野
22 土 22 土

岐阜
兵庫リレーカーニバル ﾕﾆﾊﾞｰ記念(兵庫)

スポーツカーニバ
ル※FC18:00織田記念陸上 29広域公園(広島) 土

9 日

16 日

土29

出雲陸上 浜山(島根)

長良川･補助

9 春季記録会日

日23

恵那峡ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ
(県ｽｹｰﾄ場)

高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン日

平成２９（２０１７）年度主要競技会日程
日本陸連 等 中部･東海 岐阜陸協　他

4
月

4
月

16 日

23

春季講習会
(中山)
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1 土 1 土
2 日 2 日

23 日 23 日
29 土 29 土
30 日 30 日
31 月 31 月
1 火 1 火
2 水 2 水
4 金 4 金

6 日 6 日
7 月 強化記録会 長良川 7 月
10 木 東海中学 ｴｺﾊﾟ(静岡) 10 木
11 金 11 金

蔵王坊平クロスカントリー 上山(山形)

全国小学生陸上 日産ｽﾀｼﾞｱﾑ(神奈川)

21 月 21 月
22 火 22 火

北海道マラソン 北海道

岐経大サマーナイ
ト(岐経大)

26 土

20 日

19 土

全国中学陸上 熊本総合
(熊本)

土5 日本ID陸上競技選手権大会(長良川)

26
東海選手権(長良川)

19

15 土

16 日

13 日

土

土5

8 土

9 日

22 土

土

土

13 日

東濃総体
(星ヶ台)長良川小学生陸上

地区体育大会
陸上ｽﾎﾟ少交流会

(中山)

地区高校総体
(中津川)

地区高校総体
(中山）15

日

地区高校総体
(中池)

地区高校総体(浅中）
／岐経大サマーナイ
ト(岐経大)

岐阜市中学
（長良川）土

地区高校総体
(中津川)土

中学校通信陸上(長良川･補助)
※9日　FC18:00

南部記念陸上 厚別
(北海道)

土22 実業団・学生対抗

土

)川良長( 体総学中

8
月

12

平塚(神奈川)

27 日

普及記録会
※FC19:00

7
月

岐阜県選手権 長良川

7
月

全国高校陸上 天童
(山形)

全国高専陸上
／全国高校陸上選抜

松本(長野)
／ﾔﾝﾏｰﾌｨｰﾙﾄﾞ長

居(大阪)
日27

8

日

16

9

全国定通制高校陸上 駒沢
(東京)

12
8
月

20 日

長良川･補助

地区記録会
(長良川)

岐阜市民陸上
(長良川)

8 金 8 金
9 土 9 土
10 日 10 日
16 土 16 土
17 日 17 日
22 金 22 金

24 日 県民スポーツ大会 星ヶ台 24 日
30 土 30 土

23

2 土)川良長( 上陸ｱﾆｭﾞｼ県土2

日3 秋季陸上 中津川 日3

陸上ｽﾎﾟ少交流会
(中山)

9
月

9
月

中学新人･小学生
(星ヶ台)土

日本学生対校 福井(福井)

県高校新人陸上
(長良川)

地区高校総体
(長良川）全日本実業団

ﾔﾝﾏｰｽﾀｼﾞｱﾑ長居

(大阪) 土23

飛騨選手権
(中山)

6 金 6 金

10 火 10 火

20 金 20 金

全日本50㎞競歩高畠 山形
田島記念陸上 維新百年記念(山口)

27 金 27 金
28 土 28 土

全日本大学女子駅伝 宮城

21

1 日1地区高校駅伝
(古川)日

10月10月
中部実業団多治見フェスティバル

大垣市民総体
(浅中)

29

日

15 日

21

日

土

土

8 日

14 土

月9

地区中学駅伝
(中山)

東濃地区Jr陸上競技会
(星ヶ台)

7

日

日 清流郡市対抗駅伝

中学新人(長良川)

県庁～羽島

地区高校新人
(中津川)

地区中学駅伝
(山県)

大垣市選手権
小学生記録会

(浅中)

岐阜市学童
(長良川)

秋季記録会
(中山)

美濃・可茂
地区中学駅伝

(中池)

地区中学駅伝
(浅中)

東海高校新人(三重)

8

U20・U18日本選手権

14

15

29

22

国民体育大会 松山
(愛媛)

9

土

土

土

日

月

日産ｽﾀｼﾞｱﾑ
(神奈川)／
紀三井寺(和歌

山)

日

日本選手権ﾘﾚｰ
ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸ／

国際・全日本ﾏｽﾀｰｽﾞ

7高山市中学駅伝
(中山)チャレンジ陸上 長良川

瑞穂(愛知)

高山市民駅伝
(一之宮) 22

星ヶ台 地区中学駅伝
(坂下町)

3 金 秋季記録会 長良川･補助 3 金
全日本大学駅伝 愛知・三重

さいたま国際マラソン 埼玉
東日本女子駅伝 福島

11 土県中学駅伝
(山県)

11月

12 日

5 日

いびがわマラソン

11月

日

日12

11 土

5 県高校駅伝
（県庁～羽島）

3 水 静岡国際陸上 エコパ(静岡) 3 水
4 木 4 木
5 金 水戸招待陸上 Kｽﾀ水戸(茨城) 5 金
6 土 ゴールデンゲームズinのべおか 延岡(宮崎) 春季講習会(中山) 6 土

14 日 仙台国際ハーフ 宮城 14 日
19 金 19 金
20 土 20 土
21 日 ゴールデングランプリ 等々力(神奈川) 21 日
27 土 中学学年別 長良川･補助 27 土

障がい者大会 長良川
岐阜マスターズ 星ヶ台

9 金 日本学生個人 平塚(神奈川) 9 金

11 日 小学生選手権 浅中 11 日
16 金 16 金

18 日 18 日
23 金 23 金
24 土 24 土

サロマ湖100㎞ウルトラマラソン 北海道

高山市中学･高校対抗
高山市民ｽﾎﾟｰﾂｶｰﾆﾊﾞﾙ

(中山)

7

高校総体地区予選
(浅中)

瑞穂
(愛知)

日25

3 土

10 土

17 土

13 土

日

日本選手権
ﾔﾝﾏｰｽﾀｼﾞｱﾑ長居

(大阪) 岐阜県選手権　　定通総体(長良川)
東海高専陸上

地区中学総体
(浅中)

地区中学総体
(長良川)

7 日

東海高校総体 地区中学総体
(中山）

地区中学総体
(星ヶ台)

地区中学総体
（美濃:中池)

（可茂:土岐総合）

中濃陸上
（中池）

長良川

長野市営
(長野)

日本選手権混成
U20日本選手権混成

土

高校総体地区予選
(中津川 )

高校総体地区予選
(中池)

6
月

土

土

25 日

4

5
月

10

日

3

6
月

17

5
月

春季記録会兼
高校総体地区予選

（中山）

13 地区ｼﾞｭﾆｱ記録会
(星ヶ台)土 中部実業団対抗陸上

高校総体県予選(長良川)
※21日　FC19:00

西濃選手権
(浅中) 日4

東濃地区記録会
(中津川)

高校総体地区予選
(長良川)
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1 土 1 土
2 日 2 日

23 日 23 日
29 土 29 土
30 日 30 日
31 月 31 月
1 火 1 火
2 水 2 水
4 金 4 金

6 日 6 日
7 月 強化記録会 長良川 7 月
10 木 東海中学 ｴｺﾊﾟ(静岡) 10 木
11 金 11 金

蔵王坊平クロスカントリー 上山(山形)

全国小学生陸上 日産ｽﾀｼﾞｱﾑ(神奈川)

21 月 21 月
22 火 22 火

北海道マラソン 北海道

岐経大サマーナイ
ト(岐経大)

26 土

20 日

19 土

全国中学陸上 熊本総合
(熊本)

土5 日本ID陸上競技選手権大会(長良川)

26
東海選手権(長良川)

19

15 土

16 日

13 日

土

土5

8 土

9 日

22 土

土

土

13 日

東濃総体
(星ヶ台)長良川小学生陸上

地区体育大会
陸上ｽﾎﾟ少交流会

(中山)

地区高校総体
(中津川)

地区高校総体
(中山）15

日

地区高校総体
(中池)

地区高校総体(浅中）
／岐経大サマーナイ
ト(岐経大)

岐阜市中学
（長良川）土

地区高校総体
(中津川)土

中学校通信陸上(長良川･補助)
※9日　FC18:00

南部記念陸上 厚別
(北海道)

土22 実業団・学生対抗

土

)川良長( 体総学中

8
月

12

平塚(神奈川)

27 日

普及記録会
※FC19:00

7
月

岐阜県選手権 長良川

7
月

全国高校陸上 天童
(山形)

全国高専陸上
／全国高校陸上選抜

松本(長野)
／ﾔﾝﾏｰﾌｨｰﾙﾄﾞ長

居(大阪)
日27

8

日

16

9

全国定通制高校陸上 駒沢
(東京)

12
8
月

20 日

長良川･補助

地区記録会
(長良川)

岐阜市民陸上
(長良川)

8 金 8 金
9 土 9 土
10 日 10 日
16 土 16 土
17 日 17 日
22 金 22 金

24 日 県民スポーツ大会 星ヶ台 24 日
30 土 30 土

23

2 土)川良長( 上陸ｱﾆｭﾞｼ県土2

日3 秋季陸上 中津川 日3

陸上ｽﾎﾟ少交流会
(中山)

9
月

9
月

中学新人･小学生
(星ヶ台)土

日本学生対校 福井(福井)

県高校新人陸上
(長良川)

地区高校総体
(長良川）全日本実業団

ﾔﾝﾏｰｽﾀｼﾞｱﾑ長居

(大阪) 土23

飛騨選手権
(中山)

6 金 6 金

10 火 10 火

20 金 20 金

全日本50㎞競歩高畠 山形
田島記念陸上 維新百年記念(山口)

27 金 27 金
28 土 28 土

全日本大学女子駅伝 宮城

21

1 日1地区高校駅伝
(古川)日

10月10月
中部実業団多治見フェスティバル

大垣市民総体
(浅中)

29

日

15 日

21

日

土

土

8 日

14 土

月9

地区中学駅伝
(中山)

東濃地区Jr陸上競技会
(星ヶ台)

7

日

日 清流郡市対抗駅伝

中学新人(長良川)

県庁～羽島

地区高校新人
(中津川)

地区中学駅伝
(山県)

大垣市選手権
小学生記録会

(浅中)

岐阜市学童
(長良川)

秋季記録会
(中山)

美濃・可茂
地区中学駅伝

(中池)

地区中学駅伝
(浅中)

東海高校新人(三重)

8

U20・U18日本選手権

14

15

29

22

国民体育大会 松山
(愛媛)

9

土

土

土

日

月

日産ｽﾀｼﾞｱﾑ
(神奈川)／
紀三井寺(和歌

山)

日

日本選手権ﾘﾚｰ
ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸ／

国際・全日本ﾏｽﾀｰｽﾞ

7高山市中学駅伝
(中山)チャレンジ陸上 長良川

瑞穂(愛知)

高山市民駅伝
(一之宮) 22

星ヶ台 地区中学駅伝
(坂下町)

3 金 秋季記録会 長良川･補助 3 金
全日本大学駅伝 愛知・三重

さいたま国際マラソン 埼玉
東日本女子駅伝 福島

11 土県中学駅伝
(山県)

11月

12 日

5 日

いびがわマラソン

11月

日

日12

11 土

5 県高校駅伝
（県庁～羽島）

3 水 静岡国際陸上 エコパ(静岡) 3 水
4 木 4 木
5 金 水戸招待陸上 Kｽﾀ水戸(茨城) 5 金
6 土 ゴールデンゲームズinのべおか 延岡(宮崎) 春季講習会(中山) 6 土

14 日 仙台国際ハーフ 宮城 14 日
19 金 19 金
20 土 20 土
21 日 ゴールデングランプリ 等々力(神奈川) 21 日
27 土 中学学年別 長良川･補助 27 土

障がい者大会 長良川
岐阜マスターズ 星ヶ台

9 金 日本学生個人 平塚(神奈川) 9 金

11 日 小学生選手権 浅中 11 日
16 金 16 金

18 日 18 日
23 金 23 金
24 土 24 土

サロマ湖100㎞ウルトラマラソン 北海道

高山市中学･高校対抗
高山市民ｽﾎﾟｰﾂｶｰﾆﾊﾞﾙ

(中山)

7

高校総体地区予選
(浅中)

瑞穂
(愛知)

日25

3 土

10 土

17 土

13 土

日

日本選手権
ﾔﾝﾏｰｽﾀｼﾞｱﾑ長居

(大阪) 岐阜県選手権　　定通総体(長良川)
東海高専陸上

地区中学総体
(浅中)

地区中学総体
(長良川)

7 日

東海高校総体 地区中学総体
(中山）

地区中学総体
(星ヶ台)

地区中学総体
（美濃:中池)

（可茂:土岐総合）

中濃陸上
（中池）

長良川

長野市営
(長野)

日本選手権混成
U20日本選手権混成

土

高校総体地区予選
(中津川 )

高校総体地区予選
(中池)

6
月

土

土

25 日

4

5
月

10

日

3

6
月

17

5
月

春季記録会兼
高校総体地区予選

（中山）

13 地区ｼﾞｭﾆｱ記録会
(星ヶ台)土 中部実業団対抗陸上

高校総体県予選(長良川)
※21日　FC19:00

西濃選手権
(浅中) 日4

東濃地区記録会
(中津川)

高校総体地区予選
(長良川)

【強化委員長を務めるにあたり】
　皆さまこんにちは。今年より強化委員長を拝命いたしまし
た、岐阜経済大学陸上競技部監督の品田直宏です。大学の
指導者が県の強化に携わるというのは、全国的に見ても珍し
いことだと思います。また、強化スタッフの平均年齢が30代前
半と、全国で最も若いのではないでしょうか。しかし、だからこそ
できることがあると思います。岐阜経済大学には、北は北海道
から南は沖縄まで、全国各地から選手が集まっております。自
身が選手として、また指導者として築いた人脈を活かし、他府
県との合同合宿や強化練習会を行っていきたいと考えており
ます。選手の交流の幅を広げると共に、指導者にとっても他
府県の優秀な指導者から学びを得る機会となるのではない
でしょうか。指導者が学び続けない限り、選手の成長も終わっ
てしまいます。強化として選手の育成は勿論のこと、指導者を
育成する機会も合わせて設けていきたいと考えております。
『井の中の蛙大海を知らず』とならないよう、選手も指導者も
視点を広げる必要があると思います。
　また、スタッフの年齢が若く経験がないからこそ、中学･高校･
大学と各カテゴリの指導者が連携を取り、世代間を超え一貫

強化委員会

（委員長　川瀬　巧）

元旦競歩 東京
全日本実業団駅伝 群馬

14 日 都道府県対抗女子駅伝 京都 14 日

27 土 27 土
大阪国際女子マラソン 大阪
大阪ハーフマラソン 大阪

3 土 3 土

別大マラソン 大分
香川丸亀国際ハーフマラソン 香川

唐津10マイル 佐賀
実業団ハーフマラソン 山口
日本選手権男女20km競歩 兵庫
全国中学生クロスカントリー 昭和の森(千葉)

青梅マラソン 東京
京都マラソン 京都

熊本城マラソン 熊本
25 日 東京マラソン 東京 25 日

日本選手権クロスカントリー 海の中道海浜公園(福岡)

U20日本選手権クロスカントリー 海の中道海浜公園(福岡)

びわ湖毎日マラソン 滋賀
日本学生ハーフマラソン 東京

全日本競歩能美 石川
日本学生20㎞競歩 石川

まつえレディースハーフマラソン 島根
日本学生女子ハーフマラソン 島根

〈国際競技大会〉

土10岐経大記録会
(岐経大)

18 日

日

28

11

4

土10

17

3

4 日

11 日

水

21 日

2
月

日程調整中

4 日

11 日

土

28 日

日7

月1

広島都道府県対抗男子駅伝

新春マラソン
（長良川補助）

愛知名古屋ウィメンズマラソン日11

東濃ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ
(多治見市TYK)

ひだ金山清流ﾏﾗｿﾝ
(金山)

土17 岐経大記録会
(岐経大)

関ｼﾃｨｰﾏﾗｿﾝ 日

中濃駅伝
（中池）

2
月

1

水3

日

日

3
月

18

4

日

21

月

３
月

1
月

1
月

日

大阪城ﾎｰﾙ
(大阪)U20日本室内大阪

月

8

18 日

日程調整中

18 日 中日西濃駅伝

 5月19日(金)～22日(月) アジアユース陸上競技選手権 バンコク(タイ) 
 6月1日(木)～4日(日) アジア陸上競技選手権 ラーンチー(インド)
 7月12日(水)～16日(日) U18世界陸上競技選手権 ナイロビ(ケニア)

 8月4日(金)～13日(日) 世界陸上競技選手権 ロンドン(イギリス)
 8月23日(水)～28日(月) ユニバーシアード 台北(チャイニーズ・タイペイ）

全日本実業団女子駅伝 宮城
大阪マラソン 大阪

2 土 長距離記録会 中津川 2 土
3 日 福岡国際マラソン 福岡 3 日

小学生クロカンリレー 万博記念公園(大阪)

長崎陸協競歩 県立総合(長崎)

全日本びわ湖クロスカントリー 希望が丘(滋賀)

16 土 16 土
全国中学駅伝 希望が丘(滋賀)

防府読売マラソン 山口
23 土 山陽女子ロードレース 岡山 23 土
24 日 全国高校駅伝 京都 24 日
30 土 全日本大学女子選抜駅伝 静岡 30 土

17 日

10 日

日 飛騨駅伝
(下呂) 19中山道･岐阜駅伝 中津川～多治見

9

11月23

土

日10

木

26 日

日兵庫神戸マラソン

松阪(三重)東海高校駅伝 ﾑｰﾐﾝﾚﾃﾞｨｰｽﾏﾗｿﾝ 岐阜市

高山市民健康ﾏﾗｿﾝ
(中山)

地区高校駅伝
(長良川河川管理道路)

11月

土

日

19

12月

26

9

木23

益田駅伝
(萩原）

ほらどｷｳｲﾏﾗｿﾝ
(洞戸)

12月

地区高校駅伝
(恵那市)大垣マラソン

17 日

地区高校駅伝
(中池)

した指導体制を構築することが重要であると考えます。私の考
える一貫した指導というのは、基礎の徹底を意味します。各カ
テゴリで求められる特性は異なりますが、基礎となる部分は一
緒です。動きの基礎となるトレーニングを各世代で徹底し、中
学、高校のそれぞれ3年間ではなく、6年計画で選手を育成し
ていくような指導システムを構築していきたいと考えておりま
す。その為には、各カテゴリの指導者が連携を取り、強化スタッ
フ全体で長い目で見て選手を育成していくことが必要だと考
えます。その為には、強化練習会や合宿を通じて、指導者が
指導ポイントの共通認識を持つことが必要なのではないでしょ
うか。
　また、普及と強化の観点から、クラブ指導にも力を入れてい
きたいと思います。2013年より、体育協会主催の岐阜メモリア
ルセンタートップアスリートクラブの指導者を務めております。普
及の一環として、小学5年生～中学生を対象とした陸上クラブ
としてスタートし、当初は数名程度の小さなクラブでありました
が、現在では50名を超える大所帯となりました。全日中やイン
ターハイに出場し、岐阜を代表する選手として活躍しているク
ラブの卒業生もいます。普及を目的として始まり、強化にも繋
がった一事例ではないでしょうか。岐阜経済大学でも、2014

年よりアスリート育成クラブがスタートし、順調に会員数も増加し
ています。競技人口を増やすことが直接強化に繋がることに
はなりませんが、優秀な人材発掘の為には必要なことだと思
います。
　大きな目標を立てることも必要ですが、まずは現状を把握
し、しっかりとした土台を構築していく必要があると思います。
強化のシステムそのものを見直し、普及と強化を結びつけ、岐
阜を陸上強豪県と言われるよう、強化の為に尽力を尽くして
いきたいと思います。よろしくお願い致します。

岐 阜 陸 協 広 報 5（第 5号）



　本年度より、普及委員長を務めさせて頂くことになりました
岸栄二です。現在美濃加茂市立東中学校に勤務していま
す。どうぞよろしくお願いします。
　私は、平成１１年から可茂地区の普及委員として活動して
きました。当初は、可茂地区の練習会に参加する中学生が少
なく、また指導者も陸上競技経験者がほとんどいない状態で
した。それでも活動を続けていくことで、選手の競技力は少し
ずつ向上していきました。また、指導者の交流が深まることで、
指導者同士が力を合わせて地区のレベルを上げていこうとす
る意識が高まり、地区の選手を自分のチームの選手と同じよう
に指導することで、地区の選手の力が向上していきました。
　現在、普及委員会は、岐阜、西濃、東濃、飛騨、美濃、可茂
の６つの地区に分かれて活動をしています。それぞれの地区
で、チームに関係なく指導を行うことで、地区全体の力を上げ
ようとしています。これが、岐阜県全体の競技力向上につな
がっていると考えています。その結果が、全国小学生クロスカ
ントリーリレー研修大会や全国小学生陸上競技交流大会、あ
るいは全日本中学校陸上競技選手権大会での好成績につ
ながっていると考えています。
　また、先日行われた第２回岐阜県小学生陸上競技選手権
大会には、大小合わせて４７団体が参加しました。このように
多くの団体が参加するようになったのも、各地区で行っている
普及委員会の活動の成果であると考えています。陸上の大
会に参加してみたいと考えている小学生や学校に陸上競技
部がない中学生が陸上競技に接したり、大会に参加したりす
ることができるように、練習会や競技会を運営していきたいと
考えています。

（委員長　岸　栄二）

普及委員会

【第9回ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会開催に向けて】
　県内各地域（郡市等）相互の交流の促進・スポーツに対す
る県民意識の向上を図るとともに、国体選手や長距離選手
の発掘・育成及び全国都道府県対抗駅伝等の選手強化を
目的として開催している、ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会を
本年度も１０月１５日（日）に開催予定ですが、３０郡市すべて
のチームの参加を求めるために区間の一部を見直し、９区間
から１０区間に変更し開催に向けて現在準備中です。

★変更点
高校女子、一般女子で全体距離の１／３を占めたため
（高校女子の走力で決まってしまうため）、
９区間を１０区間にし
１区高校女子（５．５Ｋｍ）を分け、
１区高校女子（３．４Ｋｍ）、２区中学女子（２．１Ｋｍ）としました。

駅伝・道路競技委員会

【強化委員長を務めるにあたり】
　皆さまこんにちは。今年より強化委員長を拝命いたしまし
た、岐阜経済大学陸上競技部監督の品田直宏です。大学の
指導者が県の強化に携わるというのは、全国的に見ても珍し
いことだと思います。また、強化スタッフの平均年齢が30代前
半と、全国で最も若いのではないでしょうか。しかし、だからこそ
できることがあると思います。岐阜経済大学には、北は北海道
から南は沖縄まで、全国各地から選手が集まっております。自
身が選手として、また指導者として築いた人脈を活かし、他府
県との合同合宿や強化練習会を行っていきたいと考えており
ます。選手の交流の幅を広げると共に、指導者にとっても他
府県の優秀な指導者から学びを得る機会となるのではない
でしょうか。指導者が学び続けない限り、選手の成長も終わっ
てしまいます。強化として選手の育成は勿論のこと、指導者を
育成する機会も合わせて設けていきたいと考えております。
『井の中の蛙大海を知らず』とならないよう、選手も指導者も
視点を広げる必要があると思います。
　また、スタッフの年齢が若く経験がないからこそ、中学･高校･
大学と各カテゴリの指導者が連携を取り、世代間を超え一貫

★イベント
☆本年度も、大会当日県庁周辺で、屋台村・レクリエーション
　コーナー・グラウンドゴルフ体験交流イベントなど予定され
　ています。
☆テレビ中継、大型モニターによるパブリックビューイングが
　実施されます。
★お願い
　各地区より、走路員・自主整理員に協力して頂いていま
すが、当日欠席があり、補充も無く、警察署に提出している
計画書と違っています。警察署は計画書を確認するので、
欠員の個所があれば当然指摘されます。
　主催者としては、何も返事が出来ず、謝罪するしかありま
せんので、指導が厳しくなります。大会開催には管轄警察
署の指導が大変厳しいことを認識していただき協力をお願
いします。

（委員長　馬場　保）

岐阜メモリアルセンタートップアスリートクラブでの様子
（委員長　品田　直宏）

した指導体制を構築することが重要であると考えます。私の考
える一貫した指導というのは、基礎の徹底を意味します。各カ
テゴリで求められる特性は異なりますが、基礎となる部分は一
緒です。動きの基礎となるトレーニングを各世代で徹底し、中
学、高校のそれぞれ3年間ではなく、6年計画で選手を育成し
ていくような指導システムを構築していきたいと考えておりま
す。その為には、各カテゴリの指導者が連携を取り、強化スタッ
フ全体で長い目で見て選手を育成していくことが必要だと考
えます。その為には、強化練習会や合宿を通じて、指導者が
指導ポイントの共通認識を持つことが必要なのではないでしょ
うか。
　また、普及と強化の観点から、クラブ指導にも力を入れてい
きたいと思います。2013年より、体育協会主催の岐阜メモリア
ルセンタートップアスリートクラブの指導者を務めております。普
及の一環として、小学5年生～中学生を対象とした陸上クラブ
としてスタートし、当初は数名程度の小さなクラブでありました
が、現在では50名を超える大所帯となりました。全日中やイン
ターハイに出場し、岐阜を代表する選手として活躍しているク
ラブの卒業生もいます。普及を目的として始まり、強化にも繋
がった一事例ではないでしょうか。岐阜経済大学でも、2014

年よりアスリート育成クラブがスタートし、順調に会員数も増加し
ています。競技人口を増やすことが直接強化に繋がることに
はなりませんが、優秀な人材発掘の為には必要なことだと思
います。
　大きな目標を立てることも必要ですが、まずは現状を把握
し、しっかりとした土台を構築していく必要があると思います。
強化のシステムそのものを見直し、普及と強化を結びつけ、岐
阜を陸上強豪県と言われるよう、強化の為に尽力を尽くして
いきたいと思います。よろしくお願い致します。

第1区（高校女子）

第10区（一高女子）

第9区（中学男子）

第8区（一高男子）

第7区（高校男子）

第6区（小学男子）

第5区（40以上）

第4区（中学女子）

第3区（小学女子）

第2区（中学女子）

区 間 内 容 距 離

岐阜県庁～ジーバックス

岐阜県庁～㈱カネヒロ前

聖徳学園大前～岐阜県庁

小熊コミュニティーセンター～聖徳学園大前

不二羽島文化センター西～小熊コミュニティーセンター

小熊コミュニティーセンター～不二羽島文化センター西

㈱カネヒロ前～小熊コミュニティーセンター

ジーバックス～㈱カネヒロ前

㈱カネヒロ前～小熊コミュニティーセンター～聖徳学園大前

聖徳学園大前～岐阜県庁

2.1Ｋｍ

1.5Ｋｍ

2.2Ｋｍ

2.2Ｋｍ

1.6Ｋｍ

5.4Ｋｍ

5.5Ｋｍ

3.1Ｋｍ

5.4Ｋｍ

3.4Ｋｍ
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　本年度より、普及委員長を務めさせて頂くことになりました
岸栄二です。現在美濃加茂市立東中学校に勤務していま
す。どうぞよろしくお願いします。
　私は、平成１１年から可茂地区の普及委員として活動して
きました。当初は、可茂地区の練習会に参加する中学生が少
なく、また指導者も陸上競技経験者がほとんどいない状態で
した。それでも活動を続けていくことで、選手の競技力は少し
ずつ向上していきました。また、指導者の交流が深まることで、
指導者同士が力を合わせて地区のレベルを上げていこうとす
る意識が高まり、地区の選手を自分のチームの選手と同じよう
に指導することで、地区の選手の力が向上していきました。
　現在、普及委員会は、岐阜、西濃、東濃、飛騨、美濃、可茂
の６つの地区に分かれて活動をしています。それぞれの地区
で、チームに関係なく指導を行うことで、地区全体の力を上げ
ようとしています。これが、岐阜県全体の競技力向上につな
がっていると考えています。その結果が、全国小学生クロスカ
ントリーリレー研修大会や全国小学生陸上競技交流大会、あ
るいは全日本中学校陸上競技選手権大会での好成績につ
ながっていると考えています。
　また、先日行われた第２回岐阜県小学生陸上競技選手権
大会には、大小合わせて４７団体が参加しました。このように
多くの団体が参加するようになったのも、各地区で行っている
普及委員会の活動の成果であると考えています。陸上の大
会に参加してみたいと考えている小学生や学校に陸上競技
部がない中学生が陸上競技に接したり、大会に参加したりす
ることができるように、練習会や競技会を運営していきたいと
考えています。

（委員長　岸　栄二）

普及委員会

【第9回ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会開催に向けて】
　県内各地域（郡市等）相互の交流の促進・スポーツに対す
る県民意識の向上を図るとともに、国体選手や長距離選手
の発掘・育成及び全国都道府県対抗駅伝等の選手強化を
目的として開催している、ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会を
本年度も１０月１５日（日）に開催予定ですが、３０郡市すべて
のチームの参加を求めるために区間の一部を見直し、９区間
から１０区間に変更し開催に向けて現在準備中です。

★変更点
高校女子、一般女子で全体距離の１／３を占めたため
（高校女子の走力で決まってしまうため）、
９区間を１０区間にし
１区高校女子（５．５Ｋｍ）を分け、
１区高校女子（３．４Ｋｍ）、２区中学女子（２．１Ｋｍ）としました。

駅伝・道路競技委員会

【強化委員長を務めるにあたり】
　皆さまこんにちは。今年より強化委員長を拝命いたしまし
た、岐阜経済大学陸上競技部監督の品田直宏です。大学の
指導者が県の強化に携わるというのは、全国的に見ても珍し
いことだと思います。また、強化スタッフの平均年齢が30代前
半と、全国で最も若いのではないでしょうか。しかし、だからこそ
できることがあると思います。岐阜経済大学には、北は北海道
から南は沖縄まで、全国各地から選手が集まっております。自
身が選手として、また指導者として築いた人脈を活かし、他府
県との合同合宿や強化練習会を行っていきたいと考えており
ます。選手の交流の幅を広げると共に、指導者にとっても他
府県の優秀な指導者から学びを得る機会となるのではない
でしょうか。指導者が学び続けない限り、選手の成長も終わっ
てしまいます。強化として選手の育成は勿論のこと、指導者を
育成する機会も合わせて設けていきたいと考えております。
『井の中の蛙大海を知らず』とならないよう、選手も指導者も
視点を広げる必要があると思います。
　また、スタッフの年齢が若く経験がないからこそ、中学･高校･
大学と各カテゴリの指導者が連携を取り、世代間を超え一貫

★イベント
☆本年度も、大会当日県庁周辺で、屋台村・レクリエーション
　コーナー・グラウンドゴルフ体験交流イベントなど予定され
　ています。
☆テレビ中継、大型モニターによるパブリックビューイングが
　実施されます。
★お願い
　各地区より、走路員・自主整理員に協力して頂いていま
すが、当日欠席があり、補充も無く、警察署に提出している
計画書と違っています。警察署は計画書を確認するので、
欠員の個所があれば当然指摘されます。
　主催者としては、何も返事が出来ず、謝罪するしかありま
せんので、指導が厳しくなります。大会開催には管轄警察
署の指導が大変厳しいことを認識していただき協力をお願
いします。

（委員長　馬場　保）

岐阜メモリアルセンタートップアスリートクラブでの様子
（委員長　品田　直宏）

した指導体制を構築することが重要であると考えます。私の考
える一貫した指導というのは、基礎の徹底を意味します。各カ
テゴリで求められる特性は異なりますが、基礎となる部分は一
緒です。動きの基礎となるトレーニングを各世代で徹底し、中
学、高校のそれぞれ3年間ではなく、6年計画で選手を育成し
ていくような指導システムを構築していきたいと考えておりま
す。その為には、各カテゴリの指導者が連携を取り、強化スタッ
フ全体で長い目で見て選手を育成していくことが必要だと考
えます。その為には、強化練習会や合宿を通じて、指導者が
指導ポイントの共通認識を持つことが必要なのではないでしょ
うか。
　また、普及と強化の観点から、クラブ指導にも力を入れてい
きたいと思います。2013年より、体育協会主催の岐阜メモリア
ルセンタートップアスリートクラブの指導者を務めております。普
及の一環として、小学5年生～中学生を対象とした陸上クラブ
としてスタートし、当初は数名程度の小さなクラブでありました
が、現在では50名を超える大所帯となりました。全日中やイン
ターハイに出場し、岐阜を代表する選手として活躍しているク
ラブの卒業生もいます。普及を目的として始まり、強化にも繋
がった一事例ではないでしょうか。岐阜経済大学でも、2014

年よりアスリート育成クラブがスタートし、順調に会員数も増加し
ています。競技人口を増やすことが直接強化に繋がることに
はなりませんが、優秀な人材発掘の為には必要なことだと思
います。
　大きな目標を立てることも必要ですが、まずは現状を把握
し、しっかりとした土台を構築していく必要があると思います。
強化のシステムそのものを見直し、普及と強化を結びつけ、岐
阜を陸上強豪県と言われるよう、強化の為に尽力を尽くして
いきたいと思います。よろしくお願い致します。

第1区（高校女子）

第10区（一高女子）

第9区（中学男子）

第8区（一高男子）

第7区（高校男子）

第6区（小学男子）

第5区（40以上）

第4区（中学女子）

第3区（小学女子）

第2区（中学女子）

区 間 内 容 距 離

岐阜県庁～ジーバックス

岐阜県庁～㈱カネヒロ前

聖徳学園大前～岐阜県庁

小熊コミュニティーセンター～聖徳学園大前

不二羽島文化センター西～小熊コミュニティーセンター

小熊コミュニティーセンター～不二羽島文化センター西

㈱カネヒロ前～小熊コミュニティーセンター

ジーバックス～㈱カネヒロ前

㈱カネヒロ前～小熊コミュニティーセンター～聖徳学園大前

聖徳学園大前～岐阜県庁

2.1Ｋｍ

1.5Ｋｍ

2.2Ｋｍ

2.2Ｋｍ

1.6Ｋｍ

5.4Ｋｍ

5.5Ｋｍ

3.1Ｋｍ

5.4Ｋｍ

3.4Ｋｍ

【初めに】
　２０１７年度がスタートしました。また、新たな２年間の任期を与えて
いただいたことに感謝の気持ちを持ちながら、岐阜県の陸上競技
界に貢献できたらと思います。この２年間で蓄積してきたノウハウを
生かして、さらにより良い競技会運営ができるように全審判員が一
丸となって取り組めるようにサポートしていきたいと思っています。
　記録・情報処理委員会は、若手が多く活躍できる部署です
が、先輩方からのアドバイスを必要とする場合も多 あ々ります。先
輩方に甘えてばかりではなく、若手にもいろいろな立場を経験し
てもらい、様 な々視点から的確な判断ができる人材を育成してい
きたいと思っています。うまく世代交代を進めながら良いところは
引継ぎ、課題を改善しながら、来年度のアジアジュニア選手権で
一定の成果が出せるように準備を進めていきます。
　審判員の皆さま、お忙しいところお世話になります。また２年間
ご協力をお願いいたします。

【本年度の課題と目標】
①記録の公認申請１００％

・ 競技会終了後３０日以内の申請を徹底
・ 地区陸協にも責任を分担し、電子申請の競技会を増やす

②７０年分の記録整理
・ 岐阜陸協 過去７０年の記録をＰＤＦデータ化

③ホームページを活用した新しい情報提供サービスの開始
・ 年度途中でのランキング発表。
（ＩＨ県予選前、県選手権前など）

④地区レベルでの情報機器活用促進・人材育成
・ 競技会運営研修、事前準備 ・ 公認申請データ作成研修

（委員長　山下　和行）

記録・情報処理委員会

　岐阜陸協の競技役員の一員として３０年あまり従事してきま
したが、初めて『施設用器具委員長』を拝命しました。長年携
わられた石原好之常務理事、前任者の松田哲明検定員の
指導を仰ぎながら業務を遂行する所存です。
　平成２９年度は、１０月１４日に公認が切れる恵那市の恵那
峡ハーフマラソンコースの継続と、新規で山県市が１０Kmの山
県市ロードレース（仮称）１０Kmの検定が予定されています。
　施設用器具委員会の今年度の目標として、大きい器具・用
具類は別としても、小さい用具類（例えば監察マーク等）とか、
精密器具類のコードの収納状況等、朝の準備時に「何をいく
つ出したか」、競技終了後「開始時に出した器具・用具類を何
個返納したか」、「精密機器類のコード等も朝と同じ状態で収
納したか」等を確認することを徹底できれば良いと思います。
一日中の審判業務で疲れていることと思いますが、全員で協
力すれば短時間で終了できると思います。今年度中、いや来
年度を含めた１期２年かけて改革・改善していきたいと思います。
　皆様方のご協力を宜しくお願いします。

（委員長　杉山　美生）

施設用器具委員会

【平成29年度の活動方針・計画】
本年度の目標・・・託児室の充実と女性審判員の増員を図る

（１）託児室の開設
岐阜県登録者（審判・競技者、男女共）の小学生未満の幼
児を対象。

平成29年度　託児室開設予定競技会
（6競技会10回、長良川競技場のみ）

女性委員会

（委員長　浅野　美津子）

（２）女性委員会開催
女性審判員の増員、養成の広報活動、女性競技者の支援
　女性委員会の平成２９年度の活動としましては、上記２点
を中心に活動を進めていきたいと考えています。平成２５年度
に託児室を開室し、今年度で５年目になります。毎年託児依
頼が増えています。本年度もさらに託児室開設の充実を図り
たいと考えています。子どもたちはここで友達となり、毎回仲良
く遊んでいます。子どもたちは外遊びが大好きです。そこで今
年度は保育士さんや学生ボランティアの協力も得て子どもたち
と陸上競技につながる遊びも入れていこうと考えています。ま
だ利用はありませんが、競技者の方からの託児依頼にも答え
たいと考えています。
　その他の事業として女性審判員の増員も図りたいと考え
ています。

4月29日① 土 ぎふスポーツカーニバル

5月13・14日② 土・日 中部実業団対抗陸上

6月24日
③

土 岐阜県選手権

7月1・2日 土・日 〃

8月7日④ 月 強化記録会

8月26・27日⑤ 土・日 東海選手権

11月3日⑥ 金・祝 秋季記録会 

岐 阜 陸 協 広 報 7（第 5号）



【平成29年度 医事委員会の取り組み】
　委員会が立ち上がり３年目となりました。組織を固め着実に活
動していこうと考えています。
　平成２９年３月に実施された「第２５回日本陸上競技連盟トレー
ナーセミナー」に３名が参加し、修了者に認定されました。今回の３
名を含めて１２名が修了者となりました。今後、研修の成果を生か
し大会や合宿などで活動していく予定です。同時に、トレーナーと
して従事する仲間が増えたことを嬉しく思っています。４月には、本
連盟主催大会について看護師派遣を岐阜県スポーツドクターの
競技会派遣を行いました。主要活動である「トレーナールーム」開
設及び「スタジアム救護」活動は、７月の岐阜県陸上競技選手権
大会と８月の東海陸上競技選手権大会を予定しています。さら
に、１０月の愛媛国体へのトレーナー派遣、「第２６回日本陸上競技
連盟トレーナーセミナー」への参加などの事業を計画しています。
　課題であった、ぎふ清流ハーフマラソンにおける活動について
は、救護車の救護備品の準備を行いました。来年度は、救護体
制との関わりを検討していきたいと考えています。
　今年度も「医事委員会」の活動をご理解いただくとともに、あら
ゆるご支援とご協力をよろしくお願いします。

（委員長　河島　正弘）

医事委員会

【はじめに】
　新たな委員会として発足し、広報委員会は3年目を迎えます。こ
れも各委員会、各地区陸協、事務局、関係団体の皆様のご理解
とご協力のおかげと感謝しております。広報誌発刊を通じ（一財）
岐阜陸上競技協会の取り組みと成果を会員の皆様と関係団体
の方 に々お伝えする活動に取り組んでいます。又、本年度より（一
財）岐阜陸上競技協会HPに広報誌掲載をすることとなりました。
このことにより随時、本協会の取り組みを閲覧頂くことができるよう
になります。広報誌を通じ、本協会の活動への更なるご理解とご
協力が頂ければと思います。委員会として今後も活動の充実に
努めてまいりますので宜しくお願い致します。

1.事業計画
（１）広報誌5号発刊（前期号）
（２）広報誌6号発刊（後期号）
（３）岐阜陸協HPへの広報の掲載
（４）その他

・ 秋季増刊号発刊の検討
・ HP掲載に伴う発刊部数の検討

3.活動予定

発刊内容
5号・6号（発刊部数 550部）
県内（郵送136 ・ 一般会員手渡し272 ・ 予備20）　

①県陸協役員（73）
②地区体協（6）
③県体協 ・ 郡市体協（31）
④県関係・スポーツ課・県高体連・警察関係その他（26）
⑤一般会員（272）

県外（72）※郵送
①日本陸連・高体連その他（9）
②都道府県陸協（46）
③新聞社・放送局・関係企業・その他（17）　　

※県内外配布先に合わせバナー広告企業に配布実施

2.活動予定と課題
（１）広報誌5号発刊（前期号）

・29年度岐阜陸上競技協会活動計画・方針
・アジアジュニア大会開催準備

（２）広報誌6号発刊（後期号）
・29年度岐阜陸上競技協会活動総括を中心
・アジアジュニア大会開催準備

（３）岐阜陸協HPへの広報の掲載
（アイコンによる閲覧の実現）
・創刊号～4号（以後発刊号掲載）
・岐阜陸協ホームページでの広報誌閲覧の関係部署との
 連携と検討・実施

（４）秋季増刊号発刊の検討
・記録情報　・大会報告

以上を関係委員会等と協議・連携を取り合いながら実現・実
施を図っていきたいと考えます。

（委員長　木下　克己）

広報委員会

組織図

事　務　局 地区陸協編集委員

委員長

副委員長

編集委員

河野　康彦岐阜木下　克己

江崎　　尚東濃
原　　清隆

土屋　雅敏西濃

渡邊　宗治中濃山田　　緑

坂谷　幸紀飛騨河野　康彦（※兼務）

4月中旬～下旬

5月中旬～下旬

6月下旬

7月初旬

8月上旬～下旬

11月上旬

1月中旬

2月初旬

3月初旬

3月中旬

3月下旬

4月中旬

4月中・下旬

5月初旬

広報委員会・発送業務4号発送・配布

広報委員会・編集会議

5号原稿依頼発送

校正会議（1～3回）5号入稿

5号発送・配布準備

5号発送・配布

広報委員会・5号総括

広報委員会・秋季増刊号検討

広報委員会・中間総括（各委員データ配信確認）

広報委員会総括会議・6号企画会議

原稿依頼発送

広報委員会・原稿一次校正

広報委員会・初稿校正

広報委員会・二次校正・入稿

広報委員会・6号発刊作業

広報委員会・郵送・競技会配布

広報委員会・6号総括
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【平成29年度 医事委員会の取り組み】
　委員会が立ち上がり３年目となりました。組織を固め着実に活
動していこうと考えています。
　平成２９年３月に実施された「第２５回日本陸上競技連盟トレー
ナーセミナー」に３名が参加し、修了者に認定されました。今回の３
名を含めて１２名が修了者となりました。今後、研修の成果を生か
し大会や合宿などで活動していく予定です。同時に、トレーナーと
して従事する仲間が増えたことを嬉しく思っています。４月には、本
連盟主催大会について看護師派遣を岐阜県スポーツドクターの
競技会派遣を行いました。主要活動である「トレーナールーム」開
設及び「スタジアム救護」活動は、７月の岐阜県陸上競技選手権
大会と８月の東海陸上競技選手権大会を予定しています。さら
に、１０月の愛媛国体へのトレーナー派遣、「第２６回日本陸上競技
連盟トレーナーセミナー」への参加などの事業を計画しています。
　課題であった、ぎふ清流ハーフマラソンにおける活動について
は、救護車の救護備品の準備を行いました。来年度は、救護体
制との関わりを検討していきたいと考えています。
　今年度も「医事委員会」の活動をご理解いただくとともに、あら
ゆるご支援とご協力をよろしくお願いします。

（委員長　河島　正弘）

医事委員会

【はじめに】
　新たな委員会として発足し、広報委員会は3年目を迎えます。こ
れも各委員会、各地区陸協、事務局、関係団体の皆様のご理解
とご協力のおかげと感謝しております。広報誌発刊を通じ（一財）
岐阜陸上競技協会の取り組みと成果を会員の皆様と関係団体
の方 に々お伝えする活動に取り組んでいます。又、本年度より（一
財）岐阜陸上競技協会HPに広報誌掲載をすることとなりました。
このことにより随時、本協会の取り組みを閲覧頂くことができるよう
になります。広報誌を通じ、本協会の活動への更なるご理解とご
協力が頂ければと思います。委員会として今後も活動の充実に
努めてまいりますので宜しくお願い致します。

1.事業計画
（１）広報誌5号発刊（前期号）
（２）広報誌6号発刊（後期号）
（３）岐阜陸協HPへの広報の掲載
（４）その他

・ 秋季増刊号発刊の検討
・ HP掲載に伴う発刊部数の検討

3.活動予定

発刊内容
5号・6号（発刊部数 550部）
県内（郵送136 ・ 一般会員手渡し272 ・ 予備20）　

①県陸協役員（73）
②地区体協（6）
③県体協 ・ 郡市体協（31）
④県関係・スポーツ課・県高体連・警察関係その他（26）
⑤一般会員（272）

県外（72）※郵送
①日本陸連・高体連その他（9）
②都道府県陸協（46）
③新聞社・放送局・関係企業・その他（17）　　

※県内外配布先に合わせバナー広告企業に配布実施

2.活動予定と課題
（１）広報誌5号発刊（前期号）

・29年度岐阜陸上競技協会活動計画・方針
・アジアジュニア大会開催準備

（２）広報誌6号発刊（後期号）
・29年度岐阜陸上競技協会活動総括を中心
・アジアジュニア大会開催準備

（３）岐阜陸協HPへの広報の掲載
（アイコンによる閲覧の実現）
・創刊号～4号（以後発刊号掲載）
・岐阜陸協ホームページでの広報誌閲覧の関係部署との
 連携と検討・実施

（４）秋季増刊号発刊の検討
・記録情報　・大会報告

以上を関係委員会等と協議・連携を取り合いながら実現・実
施を図っていきたいと考えます。

（委員長　木下　克己）

広報委員会

組織図

事　務　局 地区陸協編集委員

委員長

副委員長

編集委員

河野　康彦岐阜木下　克己

江崎　　尚東濃
原　　清隆

土屋　雅敏西濃

渡邊　宗治中濃山田　　緑

坂谷　幸紀飛騨河野　康彦（※兼務）

4月中旬～下旬

5月中旬～下旬

6月下旬

7月初旬

8月上旬～下旬

11月上旬

1月中旬

2月初旬

3月初旬

3月中旬

3月下旬

4月中旬

4月中・下旬

5月初旬

広報委員会・発送業務4号発送・配布

広報委員会・編集会議

5号原稿依頼発送

校正会議（1～3回）5号入稿

5号発送・配布準備

5号発送・配布

広報委員会・5号総括

広報委員会・秋季増刊号検討

広報委員会・中間総括（各委員データ配信確認）

広報委員会総括会議・6号企画会議

原稿依頼発送

広報委員会・原稿一次校正

広報委員会・初稿校正

広報委員会・二次校正・入稿

広報委員会・6号発刊作業

広報委員会・郵送・競技会配布

広報委員会・6号総括

各地区陸協報告各地区陸協報告

　平成２９年度が始まりました。岐阜地区６市２郡の地域の活
性化・競技力の向上普及を目指し、決意を新たに新役員にて
出発しました。今年度、積年の願いでありました「第１回岐阜
地区陸上競技選手権大会」を開催する運びとなりました。

2.新規事業
第１回岐阜地区陸上競技選手権大会 兼 第４回岐阜地区
記録会の開催
　８月１９日(土)に岐阜メモリアルセンター　長良川競技場に
おいて開催いたします。
　本年度は第１回目ということで種目数を限って実施します。
昨年の記録会をもとに種目を決定しました。参加者が昨年より
多くなることを願っています。
　新規事業、岐阜地区陸上競技選手権大会を開催できるこ
とは岐阜地区陸上競技協会として、一歩踏み出したことにな
ります。さらに各委員会を設け活動を通して岐阜陸上競技協
会と協調を取りながら目標を達成したいと思います。

（理事長　正村　菊雄）

岐阜地区陸上競技協会

【審判資質の向上を目指して】
　東濃地区は県下でも審判員の人数が多い地区でありま
す。この伝統は陸上競技が盛んで、優秀な選手も数多く輩出
してきた東濃地区の伝統として昔から引き継がれてきたもので
す。
　こうして、先輩諸氏の努力で引き継がれてきたものが近年、
状況が少しずつ変わってきているようです。その原因の一つ
は、定年制の延長である。定年制が６５歳に延長され、年金支
給年齢も高くなっている。さらに、定年後も嘱託やアルバイトな
どで数年勤める人が多くなっています。したがって、７０歳近く
にならないと自分の時間がないという時代になってきました。実
際、東濃地区では私たちより先輩で、８０歳前後の方が現役と

東濃地区陸上競技協会

して活躍してくださっている。まさに「感謝」の一言です。
　もう一つの要因は、若い人たちが、自分が競技者を引退し
てから、お世話になった陸上競技協会に貢献するという考え
方をする競技者が減少しているようにも感じます。実際、そうい
う自分も、かなり年齢を重ねてから審判の実務を経験し、改め
てこんなに多くの役員の皆様にお世話になって競技ができた
のだということを実感しています。
　こうした社会の状況の変化に対応していくために、まず、若
い人達の勧誘に力を入れたいと考えました。小中学生の指導
者（社会人、教員）の方たちに各市の市総体や地区総体に
多くの選手に競技会に参加してもらうこと、そして次に、審判を
経験してもらうように働きかけていくことにしました。現役で仕事
をしている若い人たちは毎回競技会への出席は無理にして
も、都合がつくときに参加をして経験を積んでいってもらえたら
と願っています。こうして、審判員の人数確保を継続して円滑
な競技会運営が今後も続けられるよう努力していきたいと考え
ます。
　半面、表題の審判資質の向上を目指して、現在、審判員資
格を持っている方たちに対しては毎年の審判員講習会に積
極的に参加し、陸上競技のルール全体について理解するとと
もに自分が担当する審判部門のルールについて精通するこ
と。さらに、毎年のルール改正について受講した内容を自分の
ものにしていくことを現職の審判員には徹底していきたいと考
えます。
　以上のような内容はどの地区でも取り組んでいることです
が、東濃地区としては昨年度から審判講習会と合わせて救
急法の講習会を実施しています。時間的には審判講習会と
併せて行うので１時間ほどしか取れませんが、消防署職員に
よる救急法講習会も真剣な眼差しで受講しています。
　今年度の審判講習会を実施し、各競技会や駅伝、マラソン
大会で不測の事態が発生した時に的確な対応が取れるよう
万全を期していきたいと考えています。

（理事長　安藤　功二）

1.平成29年度 新役員

役　職 氏　名

会 　 長

副 会 長

理 事 長

副理事長

総務理事

会計理事

理　　事

幹　事

小倉　新司

小森　博昭 ・ 杉山　美生 ・ 髙木　豊

正村　菊雄

久留　一博 ・ 杉山　昭彦 ・ 林田　仁 ・ 原田　憲一

河野　康彦

河島　正弘

松浦　正泰 ・ 岡部　　孝 ・ 近藤　清弘 ・ 吉村　優治

和田　全弘 ・ 田中　里枝 ・ 田中　克久 ・ 筒井　　学

宮崎　　豊 ・ 須川　信二 ・ 山田　　仁 ・ 林　　陵平

太田　和憲 ・ 川瀬　　巧 ・ 宇佐見　成司 ・ 山下　和行

浦野　昇三 ・ 田中　敏弘
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【平成29年度中濃地区の活動計画】
　本年度は中池公園陸上競技場が管理棟改修工事のた
め、6月以降は競技大会が開催できなくなりました。
　選手の普及、強化練習はグラウンドの一部しか使用できず、
高体連や中体連の皆さんをはじめ日頃練習等に使用いただ
いている方々には大変申し訳なく思っていますが、平成３０年
３月上旬に完成予定となっていますので、完成後は各競技大
会や強化練習等大いに使用して下さい。
　中濃地区では昨年も少し触れましたが、関インター西の県
百年公園内に5kmの周回コースを新設するために関係各所
に要望をして現地調査を行ったところです。

中濃地区陸上競技協会

２.事業計画

３.結び
　東京オリンピック・パラリンピックを間近に控え、最近の各種ス
ポーツ界を眺めると、世界で活躍する日本の選手層が若年化
しているのに驚かされます。特に水泳、卓球、フィギュアスケート
などが顕著であり、陸上競技も同一視は出来ないと思います
が、やはり少年期からの基本的な練習と「陸上競技に興味を
持たせることが重要」ではないかと考えられます。こうした取り
組みを各種関係団体と協働しながら粘り強く推進してゆくこと
が私達に課された使命ではないかと痛感しています。

（理事長　牧野　安孝）

１.始めに
　平成29年度が始まり、新たな執行部体制のもと西濃圏域
における競技力向上と選手層の底辺拡大を図り、飛躍の年
とできるよう、会員一同で望む決意であります。

西濃地区陸上競技協会

平成29年度活動計画

　そのほか各市町にてマラソン大会、駅伝大会が開催されま
すので、是非参加してください。

　なお、昨年実施したナイター記録会、ジュニア記録会は管理
棟改築により計測器等が使用できないため中止とさせてい
ただきます。

（理事長　上野　悟一郎）

高校総体西濃地区予選 5月3～4日 浅中陸上競技場

事 業 月 日 場 所

第63回西濃陸上競技選手権 6月4日 浅中陸上競技場

西濃地区中学校陸上競技大会 6月10日 浅中陸上競技場

西濃地区小学生記録会 9月30日 浅中陸上競技場

2017いびがわマラソン 11月12日 揖斐川町公認コース

岐阜経済大学陸上記録会 3月10日 岐阜経済大学グランド

小学生陸上教室 毎月
1回開催 浅中陸上競技場

高体連ＩＨ地区予選

活動内容 月 日

中濃大会・記録会

中体連 地区総体

中濃地区審判講習会

中濃駅伝大会

関シティマラソン大会

Ｈ29年 5月3・4日

Ｈ29年 5月7日

Ｈ29年 5月27日

Ｈ29年 6月18日

Ｈ30年 2月4日

Ｈ30年 3月18日

会　長 田口　利正

副会長 山本　敏彦

副会長 松原　正則

理事長 牧野　安孝

　数年後には公園内でトレイルランやクロカンの練習がいつで
も行え、ロードレース大会や駅伝大会を開催できるように計画し
ています。
　また、本年もジュニアの育成と、審判員の増員を図りたいと
各事業を計画しています。皆さんのご支援・ご協力をお願いし
ます。
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【平成29年度中濃地区の活動計画】
　本年度は中池公園陸上競技場が管理棟改修工事のた
め、6月以降は競技大会が開催できなくなりました。
　選手の普及、強化練習はグラウンドの一部しか使用できず、
高体連や中体連の皆さんをはじめ日頃練習等に使用いただ
いている方々には大変申し訳なく思っていますが、平成３０年
３月上旬に完成予定となっていますので、完成後は各競技大
会や強化練習等大いに使用して下さい。
　中濃地区では昨年も少し触れましたが、関インター西の県
百年公園内に5kmの周回コースを新設するために関係各所
に要望をして現地調査を行ったところです。

中濃地区陸上競技協会

２.事業計画

３.結び
　東京オリンピック・パラリンピックを間近に控え、最近の各種ス
ポーツ界を眺めると、世界で活躍する日本の選手層が若年化
しているのに驚かされます。特に水泳、卓球、フィギュアスケート
などが顕著であり、陸上競技も同一視は出来ないと思います
が、やはり少年期からの基本的な練習と「陸上競技に興味を
持たせることが重要」ではないかと考えられます。こうした取り
組みを各種関係団体と協働しながら粘り強く推進してゆくこと
が私達に課された使命ではないかと痛感しています。

（理事長　牧野　安孝）

１.始めに
　平成29年度が始まり、新たな執行部体制のもと西濃圏域
における競技力向上と選手層の底辺拡大を図り、飛躍の年
とできるよう、会員一同で望む決意であります。

西濃地区陸上競技協会

平成29年度活動計画

　そのほか各市町にてマラソン大会、駅伝大会が開催されま
すので、是非参加してください。

　なお、昨年実施したナイター記録会、ジュニア記録会は管理
棟改築により計測器等が使用できないため中止とさせてい
ただきます。

（理事長　上野　悟一郎）

高校総体西濃地区予選 5月3～4日 浅中陸上競技場

事 業 月 日 場 所

第63回西濃陸上競技選手権 6月4日 浅中陸上競技場

西濃地区中学校陸上競技大会 6月10日 浅中陸上競技場

西濃地区小学生記録会 9月30日 浅中陸上競技場

2017いびがわマラソン 11月12日 揖斐川町公認コース

岐阜経済大学陸上記録会 3月10日 岐阜経済大学グランド

小学生陸上教室 毎月
1回開催 浅中陸上競技場

高体連ＩＨ地区予選

活動内容 月 日

中濃大会・記録会

中体連 地区総体

中濃地区審判講習会

中濃駅伝大会

関シティマラソン大会

Ｈ29年 5月3・4日

Ｈ29年 5月7日

Ｈ29年 5月27日

Ｈ29年 6月18日

Ｈ30年 2月4日

Ｈ30年 3月18日

会　長 田口　利正

副会長 山本　敏彦

副会長 松原　正則

理事長 牧野　安孝

　数年後には公園内でトレイルランやクロカンの練習がいつで
も行え、ロードレース大会や駅伝大会を開催できるように計画し
ています。
　また、本年もジュニアの育成と、審判員の増員を図りたいと
各事業を計画しています。皆さんのご支援・ご協力をお願いし
ます。

関係団体（協力団体）関係団体（協力団体）

【平成29年度の中体連の取り組みについて】
1.はじめに
　中体連では、「全日本中学校陸上競技選手権大会」と
「ジュニアオリンピック」の2つの全国大会で活躍することを大
きな目標と考えて、強化選手を毎年、選考し、定期的に強化練
習会や合宿を通じて、「技」「体」「心」「生活」「仲間」を大切
にして取り組んでいます。
　昨年度の長野全中では、過去13年の中で最少の15名の
選手（全国大会参加標準記録突破）の出場に留まりました。
結果については、美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さんの3
年100mでの見事な日本一を筆頭に、「日本一1、全国大会8
位以内の入賞4」の成果を残すことができました。
　また、ジュニアオリンピックでは、37名の選手が出場すること
ができました。結果は、美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さ
んが3年100mで日本一を達成しました。また、「全国大会8位
以内の入賞3」を獲得することができました。
　美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さんにおいては、全中、
国体、ジュニアオリンピックの３冠（100m）を達成すると共に、
400mでは日本中学新記録を達成することができました。
　岐阜県中学部を３年間、引っ張ってきた選手が卒業してい
くことで、来年度の岐阜県中学部の強化が急務となっており、
何かしらの手を打たなければいけないと考え、原田隆史さん
（原田教育研究所）を招いて岐阜県中学部の今後の方針に
ついて見直しを図りました。

２．中体連の取り組みについて
（１）原田メソッドの導入

　過去に中学陸上界で一世を風靡し、現在は人材育成
のプロフェッショナルとして企業や公務員、教育現場、プロ
のスポーツ選手などの指導にあたる原田隆史氏を招い
て、「岐阜県の人材確保、教育そして強化、小・中・高・大
の岐阜システムの確立　～岐阜で育てた選手を世界へ
～」というテーマの下、新たな取り組みをスタートさせまし
た。原田メソッドと呼ばれる「目的・目標設定用紙」「ルー
ティーンチェック表」「日誌」「オープンウィンドウ64」をもとに、
目標の明確化、メンタルトレーニングの導入、組織を再建さ
せる原則、個人のやる気を育てるなど、原点に立ち返り、
指導に当たることを重点として取り組み始めています。

（２）強化選手の育成・強化
　次年度には、最低でも「全国参加標準記録を突破でき
る者」、もしくは「それ以上に結果を残せる者」を選考の規
準として、「岐阜県強化選手」として選考しております。選
ばれた選手は、強化ジャージを着ることができるだけでな

岐阜県中体連陸上競技専門委員会

 
【平成29年度　飛騨地区陸上競技協会活動計画】
飛騨地区陸上競技協会のさらなる発展を願って
　藤森会長が退任されましたが、今までの活動を引き継ぎ、さ
らに発展させるよう頑張らねばと思っています。
　まずは原点に返って『選手がベストを出すことができるよう
支援に徹する』ことを一番に心したいと思います。そのために、
我々は選手がより一層頑張ることができる環境づくりに徹する
とともに、選手軽視にならない円滑な競技運営を心がけたいと
思っています。
　二つ目は、『飛騨地区の陸上競技人口の拡大』です。飛騨
地区も他の地区と同様に少子化が進んでいますが、幸い陸
上のスポーツ少年団員や中学生の陸上競技部員は、他のス
ポーツほど減っていません。この現状に甘えることなく、質の高
い指導を維持する態勢を整えたいと考えています。そのために
は、飛騨地区陸上競技協会の組織強化が不可欠です。女性
や中堅若手を役員に登用し、様々な提案を出してもらい、魅
力ある協会にしていきたいと考えています。また、大人の陸上
愛好者（特に各地の市民マラソン参加者など）を、協会として
どのように取り込んでいくか、といったことについてもこれから
考えていきたいと思っています。
　いずれにしても単年度で達成できるものではありませんの
で、役員や関係者と議論を重ねながら、できることから改善し
ていきたいと思っているところです。

　この他に、年間を通して「練習会」「技術講習会」「長距離
強化合宿」等が、各地区陸協・中体連・高体連が中心となっ
て企画・実施されています。

（会長　平塚　光明）

飛騨地区陸上競技協会

月 期 日 曜日 大 会 ・ 競技会名 会 場

３～４5 水・木 第40回：飛騨春季記録会 兼県高校総体飛騨地区予選会 中山陸上競技場

３～４ 土・日 各地区の陸上競技大会（高山市、飛騨市、下呂市） 各地区の会場

１７
6

7

9

10

11

土 第４６回：飛騨地区中学総体陸上競技大会 中山陸上競技場

9 日 第６５回：飛騨地区体育大会陸上競技大会 中山陸上競技場

9 日 第２３回：飛騨地区スポーツ少年団交流会 中山陸上競技場

１5 土 第６７回：飛騨地区高校総体陸上競技大会 中山陸上競技場

2 土 第１回：飛騨地区陸上スポーツ少年団記録会 中山陸上競技場

1 日 第６６回男子・第３４回女子：飛騨地区高校駅伝競走大会 古川町森林公園

9 月・祝 第３９回：飛騨地区秋季陸上競技記録会 中山陸上競技場

中山陸上競技場14 土 第２５回：飛騨地区中学駅伝競走大会

古川町森林公園19 日 第５４回：飛騨駅伝競走大会

各地区の会場※各地区における駅伝競走大会、マラソン大会等

2～3 土・日 第４９回：飛騨選手権大会 中山陸上競技場

23 土・祝 第３回：飛騨御嶽ハーフマラソン大会 チャオ御嶽スノーリゾート

活動計画
※各競技会に向けてのプログラム編成会議（約２週間前）

く、「強化練習会」「強化合宿」での練習を通じて、県強
化スタッフによる各種目での技術指導を中心として、個の
レベルアップを図っております。
　また、技術面だけの指導ではなく、「全国大会」という舞
台でいかに力を発揮できるかを考えたとき、「心」の面の指
導を欠かすことはできません。全国大会という場において
も、通常の大会と変わらず、戦えるようにメンタル面での指
導も入れながら力を入れております。練習会の始めには、
「心」の面の指導を必ず入れて、メンタルを鍛えています。
そこで大切にしていることは、目標設定用紙に「書く」とい
うことです。書くことで具体的な姿が見えてきて、練習にも
意欲的に取り組めるようになると考えております。

３．今後の指導の重点
　県強化スタッフを中心に、強化練習会や強化合宿を定期
的に実施しながら取り組みを行っております。強化合宿や強
化練習会の際には、原田メソッドを取り入れ、再度、目標を明
確にして、その後の練習に活かせるように指導をしています。
今年度は、スーパースター不在の年となりますが、それでも人
材育成を図りながら、全国大会において上位で活躍できる
選手の育成をしていきたいと思います。

（委員長　吉田　靖）
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【平成29年度のスタートにあたって】
高体連の活動方針
１．挑戦し続ける、逞しい心を持った選手の育成。

２．感謝することを忘れない、謙虚な心を持った選手の育成。

　この二つを大きな指導方針として、取り組んでいきたいと思
います。
 昨年末から今年３月末にかけての４回の強化合宿や、跳躍
ブロック・投擲ブロックのブロック別練習会では、競技力の向
上だけでなく競技者としての姿勢や心構えの指導を重視しま
した。大一番で力が発揮できる、精神的に強い選手の育成を
ねらいます。

全国高校総体への展望
　本年度の東海高校総体は愛知県開催となります。昨年度
の岐阜大会では、男子１１種目・女子８種目で入賞し全国高
校総体への出場権を獲得しました。今年は男女共に１５種目
の出場を目指したいと思います。
　有力選手は、昨年度の日本ユース選手権大会男子砲丸
投で優勝した山下航生君、同じく２位入賞の稻福颯君（ともに
市立岐阜商業）があげられます。二人は３月に広島で行われ
た全国高体連強化合宿に参加し、全国の強豪選手と共に練
習し高いレベルの競技者意識を身に着けてきました。全国総

岐阜県高体連陸上競技専門委員会

【平成29年度の中体連の取り組みについて】
1.はじめに
　中体連では、「全日本中学校陸上競技選手権大会」と

「ジュニアオリンピック」の2つの全国大会で活躍することを大
きな目標と考えて、強化選手を毎年、選考し、定期的に強化練
習会や合宿を通じて、「技」「体」「心」「生活」「仲間」を大切
にして取り組んでいます。
　昨年度の長野全中では、過去13年の中で最少の15名の
選手（全国大会参加標準記録突破）の出場に留まりました。
結果については、美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さんの3
年100mでの見事な日本一を筆頭に、「日本一1、全国大会8
位以内の入賞4」の成果を残すことができました。
　また、ジュニアオリンピックでは、37名の選手が出場すること
ができました。結果は、美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さ
んが3年100mで日本一を達成しました。また、「全国大会8位
以内の入賞3」を獲得することができました。
　美濃加茂西中の井戸ｱﾋﾞｹﾞｲﾙ風果さんにおいては、全中、
国体、ジュニアオリンピックの３冠（100m）を達成すると共に、
400mでは日本中学新記録を達成することができました。
　岐阜県中学部を３年間、引っ張ってきた選手が卒業してい
くことで、来年度の岐阜県中学部の強化が急務となっており、
何かしらの手を打たなければいけないと考え、原田隆史さん

（原田教育研究所）を招いて岐阜県中学部の今後の方針に
ついて見直しを図りました。

２．中体連の取り組みについて
（１）原田メソッドの導入

　過去に中学陸上界で一世を風靡し、現在は人材育成
のプロフェッショナルとして企業や公務員、教育現場、プロ
のスポーツ選手などの指導にあたる原田隆史氏を招い
て、「岐阜県の人材確保、教育そして強化、小・中・高・大
の岐阜システムの確立　～岐阜で育てた選手を世界へ
～」というテーマの下、新たな取り組みをスタートさせまし
た。原田メソッドと呼ばれる「目的・目標設定用紙」「ルー
ティーンチェック表」「日誌」「オープンウィンドウ64」をもとに、
目標の明確化、メンタルトレーニングの導入、組織を再建さ
せる原則、個人のやる気を育てるなど、原点に立ち返り、
指導に当たることを重点として取り組み始めています。

（２）強化選手の育成・強化
　次年度には、最低でも「全国参加標準記録を突破でき
る者」、もしくは「それ以上に結果を残せる者」を選考の規
準として、「岐阜県強化選手」として選考しております。選
ばれた選手は、強化ジャージを着ることができるだけでな

編 集 委 員
木下　克己　　　　原　　清隆　　　　山田　　緑
河野　康彦　　　　江崎　　尚　　　　土屋　雅敏
渡邊　宗治　　　　坂谷　幸紀　　　　　　　　　
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く、「強化練習会」「強化合宿」での練習を通じて、県強
化スタッフによる各種目での技術指導を中心として、個の
レベルアップを図っております。
　また、技術面だけの指導ではなく、「全国大会」という舞
台でいかに力を発揮できるかを考えたとき、「心」の面の指
導を欠かすことはできません。全国大会という場において
も、通常の大会と変わらず、戦えるようにメンタル面での指
導も入れながら力を入れております。練習会の始めには、

「心」の面の指導を必ず入れて、メンタルを鍛えています。
そこで大切にしていることは、目標設定用紙に「書く」とい
うことです。書くことで具体的な姿が見えてきて、練習にも
意欲的に取り組めるようになると考えております。

３．今後の指導の重点
　県強化スタッフを中心に、強化練習会や強化合宿を定期
的に実施しながら取り組みを行っております。強化合宿や強
化練習会の際には、原田メソッドを取り入れ、再度、目標を明
確にして、その後の練習に活かせるように指導をしています。
今年度は、スーパースター不在の年となりますが、それでも人
材育成を図りながら、全国大会において上位で活躍できる
選手の育成をしていきたいと思います。

（委員長　吉田　靖）

体での優勝・上位入賞が期待できます。
　女子では今年度から正式種目となったハンマー投の白木
七星さん（市岐阜商）と走幅跳で昨年もインターハイに出場し
た浦野さん（済美）は、前述の全国高体連強化合宿に参加し
ており、全国レベルの競技力があります。
　昨年度は男子・女子ともに全国総体４×１００ｍＲで出場し、
準決勝進出という結果でした。本年度は男子４×１００ｍＲに
おいて、昨年の東海高校新人大会で優勝した岐阜聖徳学園
高校と日本ユース選手権大会において８位の県立岐阜商業
高校の２校に全国総体出場が期待できます。特に岐阜聖徳
高校は、県予選において、４０秒５９と昨年のインターハイ５位に
相当する好記録で優勝し、全国大会での入賞が大いに期待
できます。
　本年度、山形県天童市で行われる全国高校総体では、一
昨年の入賞数男子２・女子２・合計４の成績を上回ることを目
指します。（昨年は女子１）

全国高校駅伝への展望
　昨年度の全国高校駅伝は、通常の男女各４７チームの出
場となりました。県勢は土岐商業高校女子が１４位と健闘を
見せました。本年度も通常の４７チームの参加と思われます。

（現在未定７月の全国高校駅伝実行委員会で決定する）
　本年度の東海高校駅伝は三重県開催となります。男女と
も東海高校駅伝で好成績を上げ、勢いに乗って全国高校駅
伝では岐阜県勢として久しぶりの入賞を期待します。

（委員長　沖村　敏寛）
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